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学際。 文理融合教育としての「総合 

「学際コミュニケーション 論 
一 北陸先端科学技 荻 大学院大学 2 1 世紀 C 

0 小林俊哉，中森 義輝 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) , 緒方三郎 ( 未来工 研 ) 

COE プロバラム「知識科学に 基づく科学技術の 創造 

年 2 月にかけて、 北 と実践」を遂行中であ り。 平成㍑年度中に 中間評価 

陸 先端科学技術大学院大学における れ 世紀 C ㊤ E プ を 終了した所であ る。 本 C プロバラムにおいては 

ロ グラムにおいて「自律型人材」育成を 基本とし「自 冒頭に記述した 通り相律型人材」育成を 基本とし、 

律 的にものごとを 論理的に考え、 本質的課題を 発見 「自律的に物事を 論理的に考え、 本質的課題を 発見 

できる能力」、 「自律的に自分の 考えや意見を 的確に できる能力」。 「自律的に自分の 考えや意見を 的 

表現し伝達する 能力」、 「自律的に他人との 共同の中 表現し伝達する 能力」。 「自律的に他人との 協働の中 

で 研究活動を推進する 能力」の開発のための 新しい で研究活動を 推進する能力」の 開発のための ; 

鷲 プロバラムに 従事する博士後期課程大学院生 講義。 演習を、 本学の知識科学研究科。 情報科学研 C 

究 科、 材料科学研究科 ( 現 マテリアルザ イヱ ンス 研 (COE リザーチアソシエイト 等 ) の選抜メンバーを 

先料 ) の 3 研究科横断で 学内選抜メンバーを 対象に 対象に試行した。 これは「知の クリェ 一タ j 、 「知の 

試行した。 報告者はその 内容の -- 部を平成 囲 年上 コーディネータ」双方に 必要な、 いわば自律的研究 

同年次学術大会にお い 者として最も 必要な素養の 開発を目指したものであ 

て 報告した 1 。 り 試行の結果を 踏まえ。 より実践に応用可能な 講 

その主な報告内容 は 、 研究開発活動におけるクリ 座の必要性が 理解さ た 。 それらの実践の 成果を受 

ヱ 一夕。 コーディ孝一タ 双方に必要な、 いわば自律 け、 平成 17 年度秋季から 本学 3 研究科横断の 新教育 

的研究者として 最も必要な素養の 開発を目指したも プロバラムであ る「統合科学技術コース」を 始動さ 

のであ り、 分野横断研究のための 必要な理論。 知識 せた。 同コースにおけるカリキュラム 開発のために。 

の 習得のみならず、 演習も含む 29 実践的な講義を 異なる学問分野間横断研究のために 必要な理論。 知 

実施するための「学際コミュニケーション 論」開発 識の修得のみならず 演習をも含む 、 よ り実践的な 講 

の 構想であ った。 本報告では平成 17 年上 肩 におけ 義を実施するため「ロジカルシンキンバ」、 「学際 コ 

る 学際コミュニケーション 論の最初の試みの 成果と。 ミュニケーション 論」等を設置した。 また本学 2a 世 

年度以降のカリキュラム 開発の現状と 今後 紀 CO 氾 プロバラムにおいて 平成 17 年度下期まで 推 

の 展望を報告する。 進 されていた「分野横断研究プロバラム」の 成果を 

も反映せしめ、 演習のみではなく 実践を通した 研究 

と「学際コミュニケ 教育への橋渡しとなる 役割も担うことを 狙いとした 

ものであ る。 本報告では、 以上の取り組みの 中から、 

本学においては、 平成蝸牛見 月 以来、 ぬ 世紀 主として「学際コミュニケーション 論」の初年度の 

実践の結果報告と、 @@ 糞 年度の展望を 報告する。 
l 小林俊哉中森 義輝 緒方三郎女 瀬 剛志，『学際。 文理 
融合教育としての「統合科学技術コース」開発の 試み -- 
北陸先端科学技術大学院大学 ぬ 世紀 COE プロバラム   学際コミュニケーション 論とは何か 

における事例コ 研究。 技術計画学会第 20 回年次学術 
大会㏄ 05 年㈹ 月為   

地球環境問題、 資源エネルギー 問題等、 従来の文 
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系 。 理系の縦割りの 学問体系でほ 対処しきれない 課 

題が 20 世紀末以来増加してきている。 例えぼ 地球環 

境問題 は 、 地球温暖化問題にも 象徴されるよ う に技 

術的側面の課題のみならず、 省エネ政策を 進める上 

での社会的側面。 産業的側面、 日常生活のあ り方の 

変革に関わる 文化的側面等対処すべき 課 

に 亘り 、 これらの課題に 取り組むべき 学問分野も理 

工学の諸分野から、 政治経済、 社会。 法学等の人文。 

社会科学の諸分野までの 取り組みが不可欠であ る。 

さらにこれらの 文理の学問間の 有 的 連携も必須で 

あ る。 こうした傾向は 今世紀において 一層強まるこ 

とが予測される。 学際コミュンゲーション 論は。 こ 

うした社会的ニーズに 応えて学問分野間、 異なる組 

織間の壁を越えるためのコミュニケーション。 スキ 

ルを育成することを 目指すものであ る。 

概要と講義。 演習の 

  ケーション論は、 初年度であ る平成 学際 コえユ二 

17 年の場合は。 は 月 6 日、 毬日 、 i4 日。 2 

日間に各 3 小間れ小間 分間 ) の合計 蝸 小間で 

自己の研究テーマを 異分野の他者に 理解してもら ぅ 

ことがいかに 困難であ るかを実態させる ( 先ず受講 

者全員にこのような 形で " ゆらぎ " を与える ) 。 

第二ステップ : 導入講義 

「文理融合」、 「学際」の概俳について、 歴史的に 

どのような起源があ り、 いかなる変遷を 経てきたか 

を。 文献等 2 の紹介により 解説した。 併せて学術審議 

会や日本学術会議等の 報告書等で、 これらの概念が 

どのように位置付げられ、 期待されているかを 

させることを 狙いとした。 

第三ステップ : 演習 ( グループプーク ) 

者に対して共通の 研究 課 

画 書の作成を指示した。 この第三ステップ は さらに 

2 つのプロセスに 分かれている。 

第一段階は受講者各自に 各々研究計画書を 作成せ 

しめる。 第二段階として、 受講者を課題数に 合わせ 

て 4 グループを組織する " 各バループは 知識科学研 

究科、 情報科学研究科。 材料科学研究科 ( 現 マテリ 

アルサイェンス 研究科 ) の 8 研究科の院生が 均等に 

所属する よう 配慮する。 受 者 各自が作成した 研究 

実施する集中講義形式で 実施した " 講師は報告者で 計画書を各バループで 一つの研究計画事に 統合させ 

あ る小林俊哉、 緒方三郎。 都市計画研究者の 岩崎 敬 る。 研究計画書の 統合にあ たっては、 受講者各自の 

非常勤講師の 8 名と、 本学 E プロバラム 前門分野を生かした 内容として作り 込んでいくこと 

拠点形成研究員の 立瀬 剛志 ( 現 富山大学医学部助手 )  を指示した。 

氏を演習 モヂ レータとして 開講した。 第四スチップ。     究 計画書発表。 質疑応答。 講評 

初年度の受講者は。 知識科学研究科 托名 、 情報科 統合された研究計画書を 各バループで 発表させ、 

学研究科 3 名、 材料科学研究科 ( 現 マテリアルザイ 受講者の質疑応答を 経て、 講評を実施した。 

ェ ンス研究科 ) 3 名の合計主 名 であ った。 この内 、 以上のプロセスを 設定した意図は、 受講者各自の 

2 名が社会人大学院生であ り、 1 名が聴講生であ った 専門分野を、 研究テーマが 提示する「課題解決 ( プ 

( いずれも知識科学研究科所属 )" 学際コミュニケー ロ ブレム。 ソ ルビンバ ) 」 へ 向けて組織化。 統合する 

ション論は仕置付けとしてほ 全学の共通科目であ り   作業を経験させることにあ った。 これによって。 受 

博士課程双期と 博士課程後期の 院生が合同で 履修で 講 者は専門分野が 異なる者同士の「協働」を 経験す 

きるよう工夫されている。 

講義。 演習の進め方は 以下の通りであ る ( 図 i 参 2 C   スノー「二つの 文化と科学革命」 ( み すず書房 ) 
1959 年、 マイケル。 ギボンズ編著。 小林信一調『現代 

照 ) 。 全体が四つのステップで 構成されている。 社会と知の創造一モード 論とは何か田丸善ライブラリ 
第一ステップ : 受講者全員が、 お互いに現在各自 一 1997 年、 藤垣裕子『科学技術社会論の 技 # 却 東京大 

が 取り組む研究テーマの 紹介を行 う 。 それによって 学 出版会㏄明年、 高辻正基『文理シナジ 一の発想、 文 
科 と理科の壁を 越えて 凹 丸善ライブラリー 269 等 
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ることができたのであ る。 

なお提示課題は、 「北陸先端科学技術大学院大学活 

性 ィヒ のための学際研究プロバラム ョ という共通テー 

マの下で①入学志願者数増加。 ②学生満足度向上、 

③対外イメージ 向上、 ④その他を提示した。 その他 

ほ 受講者から公募した。 結果として④その 他は「産 

学連携。 国際交流活性化施策」に 決定された。 

研究計画書の 構成は、 「提案 書 」、 「研究推進者リスト」、 

「予算積算書」、 「スケジュール 麦の 4 種とした。 
体裁としては 科学研究費補助金の「若手研究」計画 

書を参考に作成した。 

成績評価の考え 方 は 以下の通りであ る。 

評価対象は出席点の 他に、 受講者各自が 作成した 

研究計画書と、 グループで統合した 研究計画書を 対 

象 とした。 評価項目として、 受講者各自が 作成した 

研究計画書にほ「個人完成度」として 7 点満点を、 

グループで統合した 研究計画書 は ついては「融合 度 」 

と 題する指標を 設定して 点 満点とした。 融合皮 は 。 

受講者各自の 専門性が計画案に 反映された度合いを 

判断するものであ る。 点数の内訳注、 「具体性」。 「現 

実性」、 「繊密 性 」に均等に配点した。 採点の結果、 

次のような特徴が 判明した。 グループによって、 個 

人研究計画書とバループ 統合研究計画書の 内容の豊 

富さに相違が 発生したのであ る。 あ るグループでは 

偶人計画書よりもバループ 統合研究計画書の 内容が 

貧弱になった。 別のグループでは、 逆に個人計画書 

よりもグループ 統合研究計画書の 内容が まり 豊富に 

なったのであ る。 このような相違が 発生した原因に 

ついて今後検討を 深めていく所存であ る。 

図 
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。 学際コミュニケーション 

平成丁 7 年度の実践をもって 学際コミュニケーシ 

ョン論は統合科学技術コースにおいて 初めて教育実 

践に供されるカリキュラムの 一つとなった。 これは 

簗 プロバラムにおいて 平成 1 

来 試行されてきた「学際コミュニケーション。 ゼミ 

活動」 ? の成果を反映させつつ 開発を進めてきたもの 

であ る。 異なる研究分野間の 協働の具体的方法論と、 

それに基づく 課題設定、 課題解決方法論 ( プロブレ 

ム。 ソ ルビンバ 論 ) 、 研究者間のコミュニケーショ 

ン 。 スキル開発を 主要な内容としてカリキュラム 開 

発を進めてきた。 

これは昨年度の 本学会発表でも 強調記述した 点で 

あ るが、 現代社会は地球温暖化や 資源エネルギー 問 

H この活動は本学科学技術開発戦略センタ 一にて隔週で 

ゼミを行ったものであ る。 教職員と知識、 材料、 情報 
科学研究科の 院生、 本学の産学連携コーディネータ。 
外部研究機関が 幅広く参加した。 同ゼミで は 分野横断 
型研究に関する 文献の輪読、 分野横断研究プロジェク 
トの管理と方向性の 検討、 参加院生の研究テーマのフ 
リープレゼンテーションが 行われた。 参加者によって 
実践的に分野横断プロジェクト 行い、 遂行上、 解決す 
べき課題が生じた 場合は研究会で 話し合い、 必要に応 

じて改善方法の 提案を行 う ほか，分野横断プロジェク 
トを円滑に遂行するためのツール 開発、 活動で得た知 

見をまとめて「学際コミュニケーション 論」を構築す 
る活動を進めた。 
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題など単独の 学問領域では 解決できない 多くの大規 

模複雑な問題に 直面しつっあ る。 さらに科学技術の 

高度な発達は 学問領域の細分化を 生じせしめ、 こう 

した諸課題の 解決を困難にしている。 これら 

を解決するためには 課題に応じて 複数学問領 

免者や利害関係者、 非専門家を含む 多くのアクター 

との相互交流が 欠かせない。 しかし。 実 

視点を向けてみると、 アクタ一間の 対話不全が相互 

交流に支障を 来している場合が 多々あ る。 そのため 

学問分野をまたぐ。 学際的研究を 円滑に推進するた 

めには、 異分野の研究者、 利害関係者を 含む多くの 

アクターとの 円滑なコミュニケーションが 必要で 

る 。 また、 分野をまたぐ 研究をコーディネートでき 

る 人材育成や研究活動をサポートする 手法、 方法論 

の開発も急務であ る。 「学際コミュニケーション 論」 

はこうした課題に 応えるべく初めての 実践の 

得ることができたのであ る。 今後もカリキュラムの 

改良改善を進めていく 所存であ る。 本年度も残月に 

集中講義で実施する 予定であ るが、 本年度ほ本学 乙 

轄 プロバラムにおいて 開発が進められてい 

る 知識ミニマム 教材の活用を 試みるほか、 専門家と 

非専門家を繋ぐ「サイェンス。 カフ 司 在の計画立案 

を課題として 課すことも検討している。 

4 専門家と非専門家が 喫茶店などで 気軽に科学の 話題 

を語り合い相互理解を 深める取り組み " ㈹ 9 

で始まり、 我が国でも東大、 東北大等で取り 組みが始 
まった。 北陸先端科学技術大学院大学では 昨年 i 
北陸では初めてのザイエンス。 カフェを開催した。 以 
来、 本年 3 月、 6 月と 3 回の開催を重ねている。 
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